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あるいは 366 篇の世界史』）/NIIYA, Kazuki. "Witnessing the Re-Screening of Histories." 






















行き来するような感覚がある。または、7 月 31 日の「予告された時」で描かれる、古代マヤで
の粗末に扱われたモノたちの反乱と、そのずっと後のユカタンや 1847 年におこった奴隷の反乱







ているのだが、同じような話題やテーマが何日か続くこともある。6 月 9 日の「冒瀆女たち」では、
1900 年初頭のスペインでエリサ・サンチェスとマルセラ・グラシアが性別を偽って結婚式をあげ、
その後同性愛の罪で国を追われる過程がスリリングに描かれる。この日は「ブエノスアイレスで逃
















































あるいは 366 篇の世界史』）/NIIYA, Kazuki. "Witnessing the Re-Screening of Histories." 
(On GALEANO, Eduardo. Los hijos de los días, translated by Ryoichi KUNO)
リーン上の時間＝フィルムを見つけ出し、再編集し、再上映することである。誰もが見たがる人
気作の影に隠れてしまっていた、オルタナティブな時間たちを召還すること。日付そのものは意味
のないフラットでヴァーチャルなスペースであるが、そこに映されてきた時間のどれを見るかは自
由であり、その組み合わせも多彩だ。このようにして『日々の子どもたち』は、ガレアーノなりの
集合的な時間アーカイブを形づくっていく。この意味で、ガレアーノの仕事は、過去の映画から次々
と引用を行い『映画史』や『イメージの本』という作品を作ってきた、ジャン＝リュック・ゴダー
ルの仕事と結びつくかもしれない。
　本書を読んでいるときに、遠く離れた時間が今私たちが生きている時間と接続される感触を覚
えるのは、日付という単位において様々な時間の流れがコラージュ的に重なり合い共鳴する、そ
うした複数の時間の邂逅に私たちも読書を通じて立ち会っているからにほかならない。この本を
読むことで、今はもうないがかつてたしかにあったものたちの時間や、ここには書かれていない膨
大なその他の時間を想像できる。私たちの今の時間は、それらの時間と絡まりあい、また新たな
「日々」を産んでいくだろう。ガレアーノが綴る、個別具体的であると同時に普遍的な輪郭をもっ
た歴史の歩みは、歴史を捻じ曲げ、我有しようとする者があとを絶たない今、または皆が画一的
な時間を生きるよう暗に迫られているようにも思える現在の世界において、貴重な道しるべとなる
にちがいない。
（新谷和輝）
